
富
士
製
作
所
社
長
　
　
　
　
（
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
木
村
　
繁
雄
氏

５
Ｓ
で
職
場
改
革
品
質
向
上
、
納
期
短
縮
大
型
切
削
ナ
ッ
ト

トップインタビュー

　
き
む
ら
・
し
げ
お
　

年

昭

近
畿
大
経
営
中
退
。

年
富
士
製
作
所
入
社
、

年
社
長
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
富
士

製
作
所

大
阪
府
東
大
阪
市
、

０
７
２
・
９
６
４
・
２
２
７

０

は
、
大
型
切
削
ナ
ッ
ト
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ま

た
製
造
の
現
場
で
実
践
す
る
５

Ｓ

整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清

潔
、
し
つ
け

活
動
で
も
知
ら

れ
る
。
毎
月
数
件
の
ペ
ー
ス

で
、
国
内
外
か
ら
見
学
者
が
訪

れ
る
。
木
村
繁
雄
社
長
に
５
Ｓ

活
動
の
取
り
組
み
の
狙
い
な
ど

を
聞
い
た
。

　

東
大
阪
支
局
長
・
佐
々
木

信
雄

◇

　
―
５
Ｓ
効
果
を
ど
う
評
価
し

て
い
ま
す
か
。

　
「
開
始
は
１
９
８
９
年
。
３

Ｋ

き
つ
い
、
汚
い
、
危
険

職
場
で
、
切
削
の
油
ま
み
れ
だ

っ
た
か
ら
、
働
き
や
す
い
職
場

に
と
考
え
て
取
り
組
ん
だ
。
進

め
る
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
と
課
題

が
見
え
る
。
単
に
掃
除
を
す
る

の
で
は
な
く
、
５
Ｓ
で
見
え
た

課
題
を
現
場
の
部
門
長
が
互
い

に
指
摘
し
合
っ
て
改
善
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
効
率
が
上
が

り
、
品
質
が
上
が
り
、
納
期
が

短
く
な
る
。
お
客
さ
ん
が
喜

び
、ま
た
仕
事
が
入
っ
て
く
る

　
―
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
「
月
に
１
度
、
５
Ｓ
会
議
を

開
い
て
い
る
。
現
場
の
長
が
昼

の
始
業
時
に

分
程
度
、
５
Ｓ

関
連
で
話
し
合
っ
て
改
善
す
べ

き
事
例
、
必
要
な
人
員
を
割
い

て
く
れ
と
い
っ
た
活
動
案
を
ま

と
め
る
。
ま
た
月
に
１
度
、
各

現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
。
私
は
会
議
に
は
参
加
せ

ず
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
活
動
し

て
い
る
」

　
―
苦
心
し
た
点
は
あ
り
ま
す

か
。

　
「
当
初
、
現
場
は
歓
迎
、
営

業
マ
ン
は
ブ
ー
イ
ン
グ
だ
っ

た
。
私
は
ワ
ン
マ
ン
だ
っ
た
か

ら
、
就
業
時
間
内
に
仕
事
の
手

を
止
め
さ
せ
て
で
も
や
ら
せ

た
。
仕
事
を
や
り
な
が
ら
で
は

５
Ｓ
は
無
理
。
最
初
は

あ
れ

を
や
れ

こ
れ
を
や
れ

と

う
る
さ
く
指
示
し
た
が
、
軌
道

に
乗
っ
た
時
点
で
言
わ
な
い
よ

う
に
し
た
」

　
―
工
場
見
学
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
「
外
部
の
人
に
見
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
だ
。
５
Ｓ
活
動
の

失
敗
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
と

言
わ
れ
る
。
各
部
門
長
が
交
代

で
見
学
者
を
案
内
す
る
形
に
し

て
い
る
た
め
、
自
然
と
整
理
整

頓
に
も
力
を
入
れ
る
。
見
学
者

ア
ン
ケ
ー
ト
は
指
摘
事
項
を
も

ら
う
よ
う
に
工
夫
し
た
。
見
学

者
を
受
け
入
れ
る
背
景
に
は
簡

単
に
は
ま
ね
を
で
き
な
い
、
ノ

ウ
ハ
ウ
は
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

国
内
に
は
当
社
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
会
社
が
な
い
こ
と
も

あ
る
」

　
―
こ
れ
か
ら
の
５
Ｓ
活
動

は
。

　
「
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
。
切
削
油
の
飛
散
防
止
を
徹

底
し
、
白
い
ス
ニ
ー
カ
ー
で
工

場
内
を
歩
き
回
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」

ＯＥＭに一本化決断茅・池谷一憲社長　�

か
つ
て
は
営
業
ひ
と
筋
だ
っ
た
池
谷
社
長

　
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
な
ど
の
小
物
類
を

展
開
し
て
い
る
。
生
産
品
は
全
て
Ｏ
Ｅ

Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
で
、
企

画
か
ら
販
売
ま
で
手
が
け
て

い
る
小
売
店

Ｐ
Ｓ
Ａ

に

納
め
て
い
る
。

　
１
９
８
１
年
に
裂
画
と
い

き
れ
が

う
布
の
貼
り
絵
の
作
家
を
し

て
い
た
前
社
長
の
大
森
麻
紀

永
が
創
業
し
、
裂
画
を
あ
し

ら
っ
た
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
類

の
製
造
販
売
に
参
入
し
た
。

当
初
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
を

展
開
し
て
い
た
。
私
が
営
業

担
当
者
と
し
て
入
社
し
た

年
も
双
方
を
手
が
け
て
い

た
。
当
時
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド

品
を
多
く
扱
っ
て
お
り
、
販

売
額
も
高
か
っ
た
。
だ
が
徐

々
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
伸
び
、
い
つ

し
か
取
扱
量
、
売
上
高
と
も

逆
転
し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
表

れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
は
原
則
、
全
量
を

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
買
い
取
る
。
一
方
、

自
社
製
品
は
販
売
数
量
を
見
込
ん
で
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
し
、
売
れ
な
か

っ
た
場
合
は
在
庫
を
抱
え
て
し
ま
う
リ

ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。
実
際
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
品
の
収
益
は
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

年
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
へ
の
一
本
化
を
決
定

し
た
。
前
社
長
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
の

撤
退
を
求
め
た
時
、
残
念
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
た
が
、
経
営
の
た
め
に
は
や

む
を
得
な
い
選
択
だ
っ
た
。
振
り
返
る

と
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

重
大
な
決
断
だ
っ
た
。
こ
の

決
断
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
。

　
創
業
当
時
と
は
生
産
体
制

も
１
８
０
度
変
わ
っ
て
い

る
。
当
時
は
国
内
の
協
力
工

場
に
委
託
し
て
い
た
が
、
現

在
は
全
量
を
中
国
の
自
社
工

場
で
生
産
し
て
い
る
。

年

に
韓
国
の
縫
製
メ
ー
カ
ー
、

ド
ゥ
・
オ
ー
ル

現
ベ
ス
ト

ン

と
合
弁
会
社
を
設
立

し
、
韓
国
工
場
を
置
い
た
の

が
ス
タ
ー
ト
。

年
に
中
国

に
拠
点
を
移
し
た
。

　
早
く
か
ら
海
外
進
出
し
た

こ
と
を
同
業
他
社
か
ら
感
心

さ
れ
た
が
、
進
出
に
は
理
由

が
あ
っ
た
。
安
価
な
人
件
費
と
生
産
許

容
量
だ
。
国
内
で
は
生
産
量
が
多
い
と

断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
海
外
で

断
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
。
量
産
が
肝
に
な
る
小

物
類
に
は
好
都
合
だ
っ

た
。

　
し
か
し
、
中
国
生
産
品

は
販
売
に
耐
え
ら
れ
な
い

製
品
多
か
っ
た
。
相
手
企

業
側
に
任
せ
て
い
た
の
が

原
因
だ
っ
た
。
製
品
の
良

し
あ
し
の
基
準
は
見
た
人

の
感
覚
で
異
な
る
。当
然
、

人
種
で
も
変
わ
る
。
こ
の

た
め
、
日
本
か
ら
品
質
管

理
担
当
者
を
派
遣
し
、
日

本
市
場
の
要
求
を
満
た
せ

る
品
質
に
向
上
し
た
。

　
そ
し
て

年
、
私
は
社

長
に
就
任
し
た
。全

３
回

環
境
技
術
立
国
一
翼
担
う
　
　
　
　
●
●
名
古
屋
東
海
分
析
化
学
研
究
所

　名古屋産業人クラブの東海分析化学
研究所（愛知県蒲郡市、大場和子社
長、 ）は、水や空気、食
品などに含まれる汚染物質の検査サー
ビスを展開している。公害に関する法
令を整備した公害国会を経て企業、行
政、国民が一丸になって公害防止に立
ち向かった 年に設立した。
　 年に環境計量証明業（計量法）、
年に作業環境測定機関を登録した。
以来、中部地区における環境サービス
の先進企業として 環境技術立国 推進
の一翼を担ってきた。
　環境計量証明の事業所は、化学工業
や食品、薬品メーカーなどの関連会社
が多い。しかし、同社は独立した試験
所。大場社長は経営の基本として「中
立、公正の立場を貫く」と宣言する。
　食の安心・安全ニーズは、強まるこ
とはあっても弱まることはない。健康
への関心も高い。それだけに「食」や
「医」の安全情報の提供機関としての

役割が増している。このため、スタッ
フを育成して専門分野のすそ野を広げ
るとともに、試験装置類も増強する方
針だ。
　大場社長は「 年に総合化学検査
企業になる」との方針を掲げる。これ
を実現するため、全社員が前向きに仕
事に取り組める環境を整える。組織や
事業を再編し、企業体質を一層強化す
る。

受
注
増
う
れ
し
い
悲
鳴
　
　
　
　
　
東
京
ケ
ー
エ
ム
エ
フ

増
築
し
た
熊
谷
工
場
に
は
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
な
ど
を
新
規
導
入

　東京産業人クラブのケーエムエフ
（東京都港区、小島浩光社長、

）は、プレキャストコンク
リート製品向け鋼製型枠の製造・販
売を手がけている。高層ビルや橋梁
などの土木建築に型枠は欠かせな
い。しかし 年秋のリーマン・シ
ョック後の工事案件の減少が響き、
業績が低迷。ショック前は売上高
億円を超えていたが、一気に同 億
円に落ち込んだ。
　だが、小島社長は「ここにきて前
年度比２割増のペースで伸びてい
る」。東日本大震災の復興需要、安
倍晋三政権の経済政策「アベノミク
ス」が背景にある。さばききれない
ほどの受注に、うれしい悲鳴をあげ
ている。
　この間、「苦しかったが、景気が
悪い時こそ」と、設備投資を続け
た。 年に熊谷工場（埼玉県熊谷
市）を増築し、レーザー加工機や数

値制御（ＮＣ）５軸加工機などを新
規導入。約３億円を投じて増産体制
を整えた。「この投資のおかげで、
受注急伸に対応できた。 年３月期
は売上高 億円の回復が確実」と誇
らしげだ。
　「型屋は受注産業。需要がなけれ
ばつくれない この数年間は、この
つらさを味わった。それだけに 今
『あれをやって』『これをやって』
と言われる喜びを噛みしめている。
需要に応えたい」と意気込む。

７－８月の予定
７　月

　

　◇５日（金）栃木産業人クラブ
「 年度定時総会＆講演会『事
業承継の問題点とその対応』講師
／原口純一郎東京中小企業投資育
成業務第五部長」（宇都宮市、ホ
テル東日本宇都宮）
　◇５日（金）―６日（土）新潟
産業人クラブ、埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「企業見学会
＆交流会」（ＴＤＫラムダ、オー
エム製作所、弥彦温泉みのや）
　◇９日（火）大阪産業人クラブ
「セミナー『進化したコミュニケ
ーションを誘発するオフィス』講
師／松井正イトーキ社長」（大阪
市中央区、日刊工業新聞社大阪支
社）
　◇ 日（木）山形産業人クラブ
「 年度定時総会＆講演会『東
北経済の動向とイノベーション創
出』講師／山家一郎東北経済産業
局地域経済部次長」（山形市、パ
レスグランデール）　
　◇ 日（木）茨城産業人クラブ
「 年度定時総会＆講演会『海
外事業の成長戦略』講師／坂井宏
充泉商事会長、『環境認証を取得
するメリットと継続する意義につ
いて』講師／下井泰典日本環境認
証機構前社長」（水戸市、三の丸
ホテル）
　◇ 日（火）神奈川産業人クラ
ブ「 年度定時総会＆講演会
『大切にしたい会社でなくては生
き残れない！』講師／坂本光司法

政大学大学院政策創造研究科教
授」（横浜市西区、横浜ベイシェ
ラトンホテル＆タワーズ）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ
「天神祭鑑賞会」（大阪市中央
区、大阪キャッスルホテル）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「納
涼例会」（東京台東区、浅草ビュ
ーホテル）
　◇ 日（水）名古屋・岐阜産業
人クラブ「 年産業人カップゴ
ルフ大会／前夜祭 長野県木曽町
御岳ゴルフ＆リゾートホテル
　

８　月
　

　◇１日（木）名古屋・岐阜産業
人クラブ「 年産業人カップゴ
ルフ大会」（長野県木曽町、御岳
ゴルフ＆リゾートホテル）　
　◇１日（木）埼玉産業人クラブ
・埼玉ビジネス研究会「じっくり
訪問シリーズ第 弾／サティス製
薬」（埼玉県吉川市）
　◇７日（水）埼玉産業人クラブ
・分科会 最近の経済情勢につい
て―全国財務局長会議を受けて』
講師／財務省関東財務局長坂本正
喜氏 さいたま市浦和区、日刊工
業新聞社さいたま総局会議室）
　◇９日（金）埼玉産業人クラブ
「清水勇人さいたま市長を囲む懇
親会」（さいたま市浦和区、彩懐
石うらわ高砂）
　◇ 日（火）日本産業人クラブ
連合会「 年度会長会議＆講演
会」（東京都千代田区、ホテルグ
ランドパレス）
　◇ 日（水）茨城産業人クラブ
「残暑払い」（水戸市、ホテルテ
ラスザガーデン水戸）

設
備
投
資
「
必
ず
増
え
る
」
自
民
党
山
本
衆
院
議
員
が
講
演
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

総会後の山本衆院議員の
特別講演会は盛況だった

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
興
味
津
々
都
立
産
技
研
を
見
学
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

和やかに談笑する愛知産業の
井上社長と山本衆院議員

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ７月５日 金曜日 　　

知
財
活
用
戦
略
で

記
念
講
演
を
開
催

滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

坂

口
康
一
会
長

近
江
鍛
工
社

長

は
６
月

日
、
ホ
テ
ル

ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津

滋

賀
県
草
津
市

で
、
２
０
１

３
年
度
定
時
総
会
を
開
い
た

写
真

。
坂
口
会
長
は
総

会
に
先
立
ち
、
「
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
で
有
意
義
な
交
流

に
努
め
、
元
気
な
滋
賀
県
産

業
界
を
発
信
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
同
ク
ラ
ブ

は

年
７
月
の
設
立
で
、
今

回
が
２
回
目
の
定
時
総
会
と

な
る
。

年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算
、

年
度
事

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
記
念
講
演
は
日
本
初
の
中

小
中
堅
製
造
業
の
知
的
財
産

組
合
「
け
い
は
ん
な
知
財
組

合
」
の
発
足
に
参
画
し
た
中

村
公
一
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
代
表
を
招
き
、

「
知
財
戦
略
を
経
営
に
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
。
直
木
賞
小

説
「
下
町
ロ
ケ

ッ
ト
」
を
題
材

に
し
た
知
的
財

産
の
活
用
戦
略

な
ど
を
聴
い

た
。

　
懇
親
会
で
は

立
命
館
大
学
の

笠
原
健
一
理
工

学
部
長
が
「
お

互
い
の
ニ
ー

ズ
、
シ
ー
ズ
を

基
に
し
た
産
学

連
携
な
ど
の
交

流
を
深
め
、
産

業
界
の
発
展
に

役
立
ち
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ

た
。

　
会
員
、
来
賓
ら
約

人
が

出
席
。
中
締
め
後
も
会
員
の

多
く
が
残
り
、
盛
況
の
内
に

散
会
し
た
。

高
木
氏
ベ
ス
グ
ロ
優
勝

九
州
・
山
口
産
業
人

ク
ラ
ブ
が
ゴ
ル
フ
大
会

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は
６
月
６
日
、

春
期
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
、

高
木
浩
敏
高
木
鉄
工
社
長
が

グ
ロ
ス

、
ネ
ッ
ト

・
８

で
優
勝
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ

間
の
好
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

し
か
し
、
会
場
は

難
コ
ー
ス
と
し
て

九
州
で
知
ら
れ
る

古
賀
ゴ
ル
フ
・
ク

ラ
ブ

福
岡
県
古

賀
市

。
高
木
社

長
は
砲
台
グ
リ
ー

ン
を
深
い
バ
ン
カ

ー
が
取
り
囲
む
各

ホ
ー
ル
を
も
の
と

も
せ
ず
、
ベ
ス
グ
ロ
で
の
優

勝
だ
っ
た
。

　
準
優
勝
は
ネ
ッ
ト

・
６

で
山
口
修
司
Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ

ム
ズ
会
長
。
山
口
会
長
は
ア

ウ
ト
、
イ
ン
計
２
ホ
ー
ル
の

ド
ラ
コ
ン
を
独
占
し
た
。
３

位
は
ネ
ッ
ト

・
６
で
安
武

良
祐
光
栄
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム

社
長
が
獲
得
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
が
ス
コ
ア

メ
ー
ク
に
て
こ
ず
っ
た
が
、

挑
戦
し
が
い
の
あ
る
コ
ー
ス

に
闘
志
が
わ
い
た
様
子
。
再

度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
の

声
も
あ
が
っ
た
。
花
田
会
長

は
「
秋
期
は
参
加
者
を
さ
ら

に
募
っ
て
大
会
を
開
こ
う
」

と
締
め
く
く
り
、
再
戦
を
誓

っ
た
。

▲優
勝
し
た
高
木
社

長

を
た
た
え
る

花
田
会
長

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
６
月

日
、
東
京

都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
た
。
会
員
企

業
、
東
京
電
機
大
学
な
ど
の

関
係
者
ら

人
が
参
加
し
、

２
０
１
２
年
に
完
成
し
た
ば

か
り
の
研
究
支
援
施
設
に
つ

い
て
知
っ
た
。

　
施
設
概
要
の
説
明
を
受
け

た
後
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

セ
ク
タ
ー
、
高
度
分
析
開
発

セ
ク
タ
ー
、
実
証
試
験
セ
ク

タ
ー
な
ど
か
ら
８
カ
所
を
選

ん
で
見
学
。
信
号
処
理
技
術

実
験
室
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン

多
機
能
携
帯
電
話

な

ど
の
基
板
上
の
熱
放
射
分
布

に
つ
い
て
「

％
以
内
の
誤

差
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
。
空
冷
効
果
も
可
視
化

で
き
る
」
と
い
っ
た
技
術
を

学
ん
だ
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
セ
ク
タ
ー
で
は
国
産

の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
用
い

た
試
作
品
の
動
向
や
、
精
緻

な
製
品
作
成
例
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。
参
加
者
ら
は
興

味
深
そ
う
に
加
工
物
を
見
て

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
能
力
を

確
認
し
て
い
た

写
真

。

　
さ
ら
に
環
境
試
験
室
で
は

恒
温
恒
湿
室
、
落
下
衝
撃
試

験
、
振
動
試
験
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試

験
、
雷
サ
ー
ジ
試
験
、
静
電

気
試
験
、
腐
食
性
試
験
、
紫

外
線
試
験
な
ど
の
受
託
試
験

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
雷
放
電
設
備
、

付
帯
機
能
と
し
て
ナ
ノ

ナ

ノ
は

億
分
の
１

加
工
を

備
え
た
走
査
型
電
子
顕
微

鏡
、
電
波
暗
室
、
超
高
精
度

フ
ラ
イ
ス
盤
な
ど
を
見
学
し

た
。
最
先
端
を
体
感
す
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
。

東
京

多
摩
の

会
員
工
場
見
学

掛
川
、
新
潟
、
多
摩

産
業
人
ク
ラ
ブ
が
交
流

　
掛
川
、
新
潟
、
多
摩
の
３

産
業
人
ク
ラ
ブ
は
６
月

、

日
の
両
日
、
東
京
都
立
川

市
な
ど
で
「
若
手
経
営
者
交

流
会
ａ
ｔ
多
摩

写
真
」
を

開
い
た
。
会
員
企
業
は
独
自

技
術
を
持
つ
東
京
都
の
多
摩

エ
リ
ア
の
中
小
企
業
の
工
場

を
見
学
。
ホ
ス
ト
役
の
多
摩

産
業
人
ク
ラ
ブ

臼
井
努
会

長

京
西
テ
ク
ノ
ス
社
長

と
交
流
し
、親
交
を
深
め
た
。

　

日
は
ビ
ー
ム
加
工
を
手

が
け
る
東
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ビ

ー
ム
羽
村
工
場

東
京
都
羽

村
市

、
航
空
機
部
品
を
製

造
す
る
塩
野
製
作
所
本
社
工

場

同

を
訪
問
。
航
空
機

分
野
な
ど
の
新
規
事
業
分
野

へ
の
参
入
、
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
に
つ
い
て

情
報
収
集
し

た
。

　

日
は
電
子

機
器
の
保
守
・

サ
ポ
ー
ト
を
手

が
け
る
京
西
テ

ク
ノ
ス
本
社

東
京
都
多
摩

市

と
精
密
板

金
加
工
の
マ
キ

ノ
町
田
工
場

東
京
都
町
田

市

を
訪
問
。

参
加
者
か
ら
は

「
業
種
は
違
っ
て
も
、
考
え

方
を
生
か
せ
る
」

相
良
貴

史
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長

相
良
製
作
所
社
長

と
の

声
が
あ
っ
た
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
６

月

日
、
「
２
０
１
３
年
度

定
時
総
会
」
を
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス

東
京
都
千
代

田
区

で
開
い
た
。
井
上
裕

之
会
長

愛
知
産
業
社
長

は
「
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済

政
策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の

効
果
が
中
小
企
業
に
波
及
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

新
た
な
産
業
施
策
な
ど
も
出

て
く
る
だ
ろ
う
。
東
京
産
業

人
ク
ラ
ブ
も
、
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
を
活
性
化
す
る
よ
う

な
活
動
を
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

年
度
事
業
で

は
、
経
営
者
の
世
代
交
代
を

受
け
、
若
手
経
営
者
に
交
流

の
場
を
提
供
す
る
た
め
の

「
若
手
経
営
者
の
会
」
の
設

立
を
審
議
し
、
承
認
さ
れ

た
。
同
会
は
今
秋
を
め
ど
に

設
立
し
、

―

人
で
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
。

　
総
会
後
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
仕
掛
け
人
で
あ
る
自
由
民

主
党
衆
院
議
員
の
山
本
幸
三

氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
企
業
経
営
に

つ
い
て
」
を
開
い
た
。
山
本

氏
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
本

質
は
一
に
金
融
、
二
に
金

融
、
三
に
金
融
だ
」
と
し
た

上
で
、
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
後
、
欧
米
が
そ
ろ
っ
て

金
融
緩
和
を
継
続
す
る
中
、

日
本
だ
け
が
乗
り
遅
れ
て
い

た
。
黒
田
日
銀
総
裁
の
決
断

で
、
や
っ
と
デ
フ
レ
脱
却
の

道
筋
が
見
え
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　
ま
た
設
備
投
資
に
つ
い
て

「
投
資
に
は
循
環
が
あ
る
。

年
以
降
は
キ
ッ
チ
ン

短

期
、ジ
ュ
グ
ラ
ー

中
期
、

ク
ズ
ネ
ッ
ツ

長
期
、コ
ン

ド
ラ
チ
ェ
フ

超
長
期

の

四
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
す
べ
て

上
昇
局
面
に
入
る

ゴ
ー
ル

デ
ン
・
サ
イ
ク
ル

に
突
入

す
る
。
投
資
は
必
ず
増
え

る
。
時
勢
を
見
抜
き
、
他
社

に
先
駆
け
て
動
く
の
が
、
か

し
こ
い
経
営
者
だ
。
ま
た
実

質
金
利
が
は
じ
め
て
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
た
。
今
、
投
資
し

な
い
手
は
な
い
」
と
強
調
。

「
世
界
経
済
の
中
で
も
一
気

に
回
復
し
て
上
昇
気
流
に
乗

ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
日
本

し
か
な
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。
会
場
に
は
約
１
２
０
人

の
中
小
企
業
経
営
者
ら
が
集

ま
り
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
講
演
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
高
橋
木
箱
製
作
所
の
嶋

田
貫
一
社
長
が
「
山
本
先
生

の
話
は
明
る
く
て
希
望
を
持

て
た
。
こ
れ
か
ら
日
本
の
力

を
発
揮
し
よ
う
」
と
力
強
く

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
山

本
氏
を
囲
ん
で
談
笑
し
た

り
、
情
報
交
換
し
た
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

だ
っ
た
。


